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AVR 8ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ

AVR128 : ｱﾅﾛｸﾞ比較器の設定と使用

応用記述

序説

この応用記述はAtmel® AVR®のﾁｯﾌﾟ上のｱﾅﾛｸﾞ比較器の設定法と使用法の例を扱います。
後続するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例は"avr200.asm"ｱｾﾝﾌﾞﾘ言語ﾌｧｲﾙで与えられます。

・ ｱﾅﾛｸﾞ比較器制御/状態ﾚｼﾞｽﾀ(ACSR)内のｱﾅﾛｸﾞ比較器出力(ACO)ﾋﾞｯﾄのﾎﾟｰﾘﾝｸﾞによる比
較器出力での正端(ｴｯｼﾞ)検出。

・ ACSR内のｱﾅﾛｸﾞ比較器割り込み要求(ACI)ﾌﾗｸﾞのﾎﾟｰﾘﾝｸﾞによる比較器出力での正端(ｴｯ
ｼﾞ)検出。

・ 比較器出力変化での割り込み初期化。16ﾋﾞｯﾄ計数値を毎回進行(+1)する割り込み処理ﾙｰﾁ
ﾝが例として与えられます。
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1. ACOﾎﾟｰﾘﾝｸﾞによる正端(ｴｯｼﾞ)検出
このｺｰﾄﾞ部分は比較器出力で正端を検知する平凡な方法を示します。例えそれが4語だけを使い、初期設定がないとしても、この課
題への手引きは問題を起すかもしれません。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが待機繰り返しを処理している間に出力で短いﾊﾟﾙｽが起きると、ACOが比較
器出力へ直接接続されているので、ﾊﾟﾙｽが見落とされ得ます。使用者が待機繰り返し内にｺｰﾄﾞ挿入を望む場合、(このような)短いﾊﾟ
ﾙｽの検出確率が増すでしょう。このようなｺｰﾄﾞは特定の期間内でｴｯｼﾞが発生しない場合に時間超過にすることができます。検出手
順は次のとおりです。

 1. 出力がHigh(1)なら、出力がLow(0)になるまで待機してください。

 2. 出力がHigh(1)になるまで待機してください。

図1-1. ACOﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ流れ図
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表1-1. ACOﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ性能表

項目 値

ｺｰﾄﾞ容量(語) 4

初期化時間(周期) 0

応答時間(周期) 3～5

使用ﾚｼﾞｽﾀ

下位ﾚｼﾞｽﾀ=0

上位ﾚｼﾞｽﾀ=0

ﾎﾟｲﾝﾀ=0

使用割り込み なし

使用周辺機能 ｱﾅﾛｸﾞ比較器

2. ACIﾎﾟｰﾘﾝｸﾞによる正端(ｴｯｼﾞ)検出
このｺｰﾄﾞ部分は比較器出力で正端を検知する、遥かにもっと安全で柔軟な方法を示します。例えｱﾅﾛｸﾞ比較器割り込みが禁止され
ていても、比較器出力での事象がACSR内のｱﾅﾛｸﾞ比較器割り込み条件(ACIS1/ACIS0)ﾋﾞｯﾄの設定と一致する時に、未だ割り込み要
求ﾌﾗｸﾞが設定(１)されます。例えば、ACIS1/ACIS0の両方が1なら、正端(ｴｯｼﾞ)はACSR内のACIﾌﾗｸﾞを常に設定(１)するでしょう(詳細
についてはﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください)。ACIﾌﾗｸﾞは最後のACIﾘｾｯﾄ(0)から期待する事象が起きたかどうかを反映します。本応用
記述ではACIﾎﾟｰﾘﾝｸﾞによる正端(ｴｯｼﾞ)検出は以下の手続きに従って実装されます。

初期設定

 1. ACIS1とACIS0を1に設定してください。

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ

 1. 論理1を書くことによってACIを解除(0)してください。

 2. ACIがHigh(1)になるまで待機してください。

図2-1. ACIﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ流れ図
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表2-1. ACIﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ性能表

項目 値

ｺｰﾄﾞ容量(語) 5

初期化時間(周期) 2

応答時間(周期) 3～5

使用ﾚｼﾞｽﾀ

下位ﾚｼﾞｽﾀ=0

上位ﾚｼﾞｽﾀ=0

ﾎﾟｲﾝﾀ=0

使用割り込み なし

使用周辺機能 ｱﾅﾛｸﾞ比較器
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3. ｱﾅﾛｸﾞ比較器割り込みの使い方
応用記述のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはｱﾅﾛｸﾞ比較器割り込みの許可法の例を示します。以下の手続きに従います。

 1. ACIS1/ACIS0と割り込み要求(ACI)ﾌﾗｸﾞを解除(0)してください。割り込み要求ﾌﾗｸﾞが先に解除(0)されなければなりません。そうで
なく、且ついくつかの理由でﾌﾗｸﾞが既に設定(1)されている場合、割り込みが許可されていると、MCUは直ちに割り込み処理ﾙｰﾁ
ﾝの実行を開始するでしょう。ACIS1/ACIS0の解除(00)は(ACO)変化での割り込みを選択します。

 2. 全割り込みを許可してください(SREGのIﾋﾞｯﾄ=1)。

 3. ACSR内のｱﾅﾛｸﾞ比較器割り込み許可(ACIE)ﾋﾞｯﾄを設定(1)することによってｱﾅﾛｸﾞ比較器割り込みを許可してください。

ACSRﾚｼﾞｽﾀがI/Oﾚｼﾞｽﾀの下位32個の1つであるﾃﾞﾊﾞｲｽでは、ﾋﾞｯﾄの設定(1)にSBI命令、解除(0)にCBI命令、検査(とｽｷｯﾌﾟ)にSBISと
SBIC命令を使うことができますが、これ以外の位置に配置されているﾃﾞﾊﾞｲｽでは、これらの命令でｱｸｾｽできないことに注意してくだ
さい。(訳注:現状品種に対応して前行内容を変更しました。)

表3-1. ｱﾅﾛｸﾞ比較器割り込み許可性能表

項目 値

ｺｰﾄﾞ容量(語) 6(初期化) +5(割り込み)

初期化時間(周期) 6

実行時間(周期) 4+RETI

使用ﾚｼﾞｽﾀ

下位ﾚｼﾞｽﾀ=1

上位ﾚｼﾞｽﾀ=3

ﾎﾟｲﾝﾀ=0

使用割り込み ｱﾅﾛｸﾞ比較器出力条件一致

使用周辺機能 ｱﾅﾛｸﾞ比較器

4. 改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

0934A - 初版資料公開

0934B 2002年5月

0934C 2016年7月 新雛形
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